
 

             

             ・CNS：がん看護 

             ・C N S 取 得 年 度：  2014 年度 

             ・本大学院修了年度：  2012 年度 

             ・大学院での学び並びに修了サポート体制 

               大学院では、がん看護に必要な病態生理や治療を学び、アセス 

              メント能力を養うとともに、理論を実践や研究で活用できる能力 

              を養いました。臨床経験において確信を持てずに試行錯誤を続け 

所属 ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｽﾄﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ  ていたケアが、理論を学ぶことにより実践上の指針を見つける手    

名前 濵田 香純      がかりとなり、大変腑に落ち感銘を受けた覚えがあります。 

               また、専門看護師が担う 6 つの役割である実践・相談・調整・ 

 倫理調整・教育・研究についても学び、現場で直面する課題に焦点を当て、看護実践の改善・   

  改革を考究しました。毎週行われているゼミナールや英文抄読会での教員や院生とのディスカ

ッションは、私にとって大変実り多いものとなりました。 

大学院のカリキュラムは大変ハードですが、教員は学生のバックグラウンドや勤務状況を考

慮して、個別性のある指導を行ってくださいました。さらに、大学院修了後も専門看護師の資

格取得まで全面的にサポートしていただき、大変感謝しております。 

 

 ・学生へのアドバイス 

  最終学歴が看護専門学校の方や、仕事との両立を不安に思われている方も、がん看護の発展  

 に貢献したいという強い意欲を持たれているなら、ぜひ一歩を踏み出してみませんか。 

 

    


